
1



2

with Heart プロジェクトとは



心臓病をもつ人、患者会（支援者）、医療者、企業など、

あらゆる人が集まり、共に学び・話し合いながら

「心臓病があっても大丈夫」と言える社会に向けた、

アクションプランを描くプロジェクトです。

「病気があっても大丈夫と言える社会」の実現に向け、あらゆる人が

立場を超えてこれからの医療を一緒に考え、創っていく

「みんなでつくろう、これからの医療プロジェクト」のビジョンのもと、

心臓病に特化したプロジェクト（一般社団法人米国医療機器・IVD工業会

（AMDD）後援）として、2020年11月よりスタートしました。

とは
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互いに話したいことがあるのに、
医療にかかわる人同士は、つながっていない状況

with Heartプロジェクトの背景

心臓病をもつ人の
こえ（課題やニーズ）が、
医療環境づくりの場に
十分に届いていない

心臓疾患領域は
治療経過が様々で課題や
ニーズも多種多様なため、
こえがまとまりにくい

近年、医療現場や
政策決定の場では、
病気をもつ人のこえが
求められている

医療従事者

• 自分の思いや希望を誰にどう伝えるべきか分からない

• 他の当事者はどうしているのか知りたい

• 自分が使う製品がどういうものか知りたい

心臓病をもつ人

• 病気や予防、治療について知って欲しいが、
その方法がわからない

• 具体的な療養生活の様子が分からない

• 心臓病をもつ人の思いや意見を知りたい

• 治療や日々の生活にどんな課題があるか
聞いてみたい

企業、 研究者、
行政、その他
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with Heartプロジェクトが目指してきたもの

心臓病をもつ人のこえを医療現場や政策決定の場に届け、

より良い医療環境をともに創る

5

① こえを届けるため、心臓病にかかわる

様々なステークホルダーが集まる協働

プラットフォームを構築する

② プラットフォーム運営・発展のため、

活動の中核を担う”心臓病をもつ人”

を発掘し、多様な心臓病の社会課題を

理解する人を育成する
協働プラットフォームのイメージ

活動の柱



6

with Heart プロジェクト

202５年活動実績
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プロジェクト目標 with Heartプロジェクト2025

こえを聴きあい、心をつなぐ

心臓病をもつ人、患者会（支援者）、医療者、企業など、

あらゆる人がそれぞれの立場を

理解し合い、尊重し、共に支え合うことで

「心臓病があっても大丈夫」と言える社会を目指す。

共に活動してきた方々と、5年間の活動の集大成を

それぞれがその先の活動に繋げられる形に残す。



協賛企業等

心臓病をもつ当事者
との協働の課題を
顧みる

心臓病をもつ当事者

「私」から「私たち」へ
「私たち」を届けるための
課題を顧みる
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① 心臓病をもつ当事者の活躍支援

心臓病をもつ当事者（※）が、ステークホルダーとの協働を通じて成長するために

「パートナーシップミーティング（イベント名：心つなぐ対話会）」を開催し、

ディスカッションを行いました。将来的に心臓病をもつ人のこえ（心臓病全体の

課題や意見）を、プロジェクトに留まらず、医療環境づくりの場（医療現場・企業・

行政等）に届けられるよう、後押しします。

with Heartプロジェクト2025

※心臓病をもつ当事者

既存のHeartアンバサダー4名を含む、心臓病全体の課題解決に向け、積極的な活動を希望する本プロジェクトの当事者メンバー

お互いの視点から、課題解決に向けたディスカッション

「心つなぐ対話会」の開催

心臓病をもつ人視点の

理解向上

自己理解と社会的影響

の認識



② Heartライブラリーの運営
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with Heartプロジェクト2025

心臓病に関わる人たちの経験談や、心臓病に

関する様々なコンテンツがご覧いただけます。

https://heartlibrary.ppecc.net/

心臓病をもつ人のホンネを集めたコンテンツ

心臓病に関わるさまざま
な企業や団体、医療関係
者のみなさんと社会を
より深くつなげるラジオ
番組（音声配信）

心臓病をもつ人の
体験談・コラム

Heartアンバサダーが運営するウェブサイト
「はとらく」とのコラボレーションコンテンツ

https://heartlibrary.ppecc.net/
https://hatoraku.com/


③ LINE公式アカウントの運営
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with Heartプロジェクト2025

⚫ 月に2回、ホームページの更新情報やイベント

情報などを配信※臨時配信あり

⚫ 20２５年1１月現在の登録者数180名

（20２4年10月は142名）

⚫ 手軽に登録できることから、「まずは情報を

収集したい」と考えるカジュアルな層への

アプローチを実施



活動実績 ①

登録メンバー数 1５４名 （202４年11月より１２名増）

公式LINE登録者数 180名 （202４年１０月より３８名増）

公式LINE配信 29回配信（毎月２回配信）

Slack参加者数 ３０名 （2023年3月～/事務局除く）

Heartライブラリー
（キャリアストーリー）

18回更新（毎月２回更新）

心つなぐラジオ（音声配信） 2024年10月7日放送開始（11回）

2025年11月２０日現在

with Heartプロジェクト202５
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https://heartlibrary.ppecc.net/

https://heartlibrary.ppecc.net/
https://heartlibrary.ppecc.net/
https://heartlibrary.ppecc.net/


イベント実績① 心臓病をもつ当事者振り返り会

活動実績②

【実施期間】 2025年2月２８日

【開催方法】 オンライン（Zoomミーティング）

【参加人数】 ７名

【内 容】

イベントでは「自分の経験を振り返る」をテーマにワークショップを行いました。

心臓病をもつ人としての困りごとや心境などを「自分視点」で振り返り、「心臓病

をもつ人の視点」として考えを広げていきました。

参加者同士のペアワークも行うことでお互いの気づきや想いを共有しました。

開催報告

https://ppecc.net/250228-kaisai/

with Heartプロジェクト202５
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https://ppecc.net/250228-kaisai/
https://ppecc.net/250228-kaisai/
https://ppecc.net/250228-kaisai/


イベント実績② 2025年キックオフイベント

こえを聴きあい、未来へつなぐーわたしたちのこえは未来の力になりますかー

活動実績③ with Heartプロジェクト202５

【実施期間】 2025年3月２４日

【開催方法】 オンライン（Zoomミーティング）

【参加人数】 第１部20名/第２部（交流会）19名

【内 容】

第１部では、HeartアンバサダーでありNPO法人ハートキッズ・ジャパン 理事の

秋山典男氏、心臓病当事者である渡辺朋和氏、一般社団法人米国医療機器・

IVD工業会（AMDD）のメンバーがパネルディスカッションを行いました。

第２部では、グループに分かれて参加者同士が感想や意見を語り合う交流会を

行いました。

開催報告

https://ppecc.net/250324-kaisai/

参加者のみなさんと
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https://ppecc.net/250324-kaisai/
https://ppecc.net/250324-kaisai/
https://ppecc.net/250324-kaisai/


イベント実績③ 心つなぐ対話会

活動実績④

【実施期間】 第1回 2025年6月２０日/第2回 7月25日

【開催方法】 オンライン（Zoomミーティング）

【参加人数】 20名（第1回12名/第2回8名）

【内 容】

心臓病をもつ当事者や心臓病にかかわる企業の方など、延べ20名ご参加いた

だき、いずれの回も2つのトークテーマに沿ってグループディスカッションを行

いました。

開催報告

https://ppecc.net/250725-kaisai/

with Heartプロジェクト202５
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https://ppecc.net/250725-kaisai/
https://ppecc.net/250725-kaisai/
https://ppecc.net/250725-kaisai/
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後援団体/協賛企業/賛同団体 with Heartプロジェクト2025

後援団体
一般社団法人日本循環器協会
公益財団法人日本心臓財団
一般社団法人米国医療機器・IVD工業会（AMDD）

協賛企業

アボットジャパン合同会社
エドワーズライフサイエンス合同会社
日本メドトロニック株式会社
ノバルティス ファーマ株式会社
ブリストル・マイヤーズ スクイブ株式会社
ボストン・サイエンティフィック ジャパン株式会社
（五十音順）

賛同団体

一般社団法人 心臓弁膜症ネットワーク
一般社団法人 全国心臓病の子どもを守る会
NPO法人 ハートキッズ・ジャパン
特定非営利活動法人 日本マルファン協会
特定非営利活動法人 ハート・プラスの会
認定特定非営利活動法人 日本ICDの会
Living With Heart（五十音順）



5年間の振り返り
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テーマ こえを聴きあい、心をつなぐ

心臓病をもつ人と企業の距離を縮めるテーマ

プロジェクトの軌跡 （2021～２０２５）
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こえを集めて、届ける基盤をつくるテーマ

仲間を増やし、つながれる仕組みをつくるテーマ



5年間のwith Heartプロジェクトメンバー登録者数
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154名

5年間で154名の方にご登録いただきました。心臓病をもつ人だけではなく、
心臓病をもつ人のご家族や医療者、支援者の方などたくさんの方にご参加
いただきました。



5年間のあゆみ
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202０ 20２１ 20２２

2月：プロジェクトメンバー
募集開始
4〜9月：一般公開セミ
ナー・3回連続ワーク
ショップ開催
7月：医大生・中高生と
「inochi WAKAZO 
Project」で協働

6月：公式ウェブサイト
開設

11月：with Heartプ
ロジェクト開始

セミナー開催を中心のインプッ
トや相互理解のための場づくり

心臓病に関わる課題解決のた
めの基礎知識をインプット



5年間のあゆみ
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2023 2024 2025

3月：公式LINE・ビジネ
スチャットSlack導入
5月：Heartアンバサ
ダー制度開始
10月：越境学習プログ
ラム「プロボノリーグ」
参画

4月：音声配信「心つ
なぐラジオ」開始
心臓病の情報サイト
「Heartライブラ
リー」開設

12月：with 
Heartプロジェク
ト活動終了

心臓病に関わる多様な「こえ」の
収集と発信

心臓病をもつ人や関わるステーク
ホルダー双方のこえを聴きあう



パネルディスカッション
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パネルディスカッション

【テーマ】

それぞれの立場から

with Heartプロジェクトの5年間を振り返って

モデレーター

パネリスト

Heartアンバサダー 秋山 典男

ボストン・サイエンティフィックジャパン株式会社 薬事本部 本部長
大戸 暖子

日本メドトロニック株式会社 CRM Customer Focused Quality & Compliance
中山 哲也
Heartアンバサダー 猪又 竜











「心臓病があっても大丈夫」と

言える社会の実現へ

withheart@ppecc.jp

ご清聴ありがとうございました

オンライン配信はこちらで終了となります
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